
平成 20 年 3 月 31 日 

 

各  位 

 会社名 住 友 化 学 株 式 会 社  

 代表者名 代表取締役社長 米倉 弘昌 

 コード番号 4005 

 上場取引所 東 証 ・大 証 第 １部  

 問合せ先 経 理 室 部 長  酒井 基行  

 （TEL. 03-5543-5265） 

 

通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向等を踏まえ、平成 19 年 12 月 25 日に公表した平成 20 年 3 月期（平成 19 年 4 月 1 日

～平成 20 年 3 月 31 日）業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 当期の連結業績予想数値の修正（平成 19 年 4 月 1 日～平成 20 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 1,940,000 120,000 125,000 85,000 

今回修正予想（Ｂ） 1,910,000 100,000 95,000 65,000 

増減額（Ｂ－Ａ） △30,000 △20,000 △30,000 △20,000 

増減率（％） △1.5% △16.7% △24.0% △23.5% 

（ご参考） 

前期実績（平成 19 年 3 月期） 
1,790,026 139,623 157,981 93,860 

 

２． 当期の単独業績予想数値の修正（平成 19 年 4 月 1 日～平成 20 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 940,000 32,000 50,000 36,000 

今回修正予想（Ｂ） 930,000 15,000 32,000 25,000 

増減額（Ｂ－Ａ） △10,000 △17,000 △18,000 △11,000 

増減率（％） △1.1% △53.1% △36.0% △30.6% 

（ご参考） 

前期実績（平成 19 年 3 月期） 
885,557 45,928 70,595 83,711 

 



３． 修正の理由 
 

単独業績につきましては、ナフサ等原料価格の高騰および急激な円高の進行により、主に石油化

学、基礎化学の業績が悪化したことに加え、為替差損益の悪化等があり、前回予想に対して売

上高が△１．１％、営業利益が△５３．１％、経常利益が△３６．０％、当期純利益が△３０．６％、

それぞれ減少する見込みです。 

 

連結業績につきましては、上記単独業績の修正に加え、原料価格の高騰等による持分法適用会社

の業績悪化や、急激な為替変動による子会社における為替差損益の悪化等があり、前回予想に対

して売上高が△１．５％、営業利益が△１６．７％、経常利益が△２４．０％、当期純利益が△２３．５％、

それぞれ減少する見込みです。 

 

※上記の予想は現時点で入手可能な情報に基づいたものであり、実際の業績は今後さまざまな要因

によって異なる結果となる可能性があります。 

以  上 


